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北大農邦文紀要 17(2): 1l9~ 128， 1990 

ギョウジャニンニクの植物学的性状に関する研究

(第 3報〉 花器，果実及び種子の形態的特性

金津俊成・八鍬利郎

〔北海道大学農学部果樹読菜園芸学講座〕

(平成 2年 5月9日受理〉

Studies on Botanical Characteristics of Gyoja-nin-niku 

CAllium victoyialis L. Spp.ρlaty，ρhyllum Hult.) 

凹目 Morphologicalcharacteristics of flower， fruit and seed 

Toshinari KANAZAWA and Toshiro YAKUWA 

(Laboratory of Horticulture， Faculty of Agriculture， 

Hokkaido University， Sapporo 060， ]apan) 

緒 言

ギョウジャニンニク CAlliumvictorialis L. spp 

ρla以phyllumHult.)はユリ科ネギ属に属する植物で

あるが，野菜として利用されている他のネギ属植物

に比べて植物学的性状に関する報告は極めて少な

し不明の点が多い。そこで本報では，花器，果実

及び種子の形態的特性について，一般に栽培されて

いる他のネギ属植物と比較しながら調査を行った。

材料及び方法

北海道大学農学部附属農場に栽植してあるギョウ

ジャニンニク，ネギ(‘松本一本')，タマネギ〔‘札

幌貰')，アサツキ(‘札幌在来')，ニラ(‘大葉ニラ')

及びリーキについて花器，果実及び種子を次の方法

で調査した。

まず，花球については小花数及び花球径を測定し

たの

花茎tこついては長さ及び太さについて調査を行

い，後者については花茎を三等分し上，中，下と分

けて測定した。なお，調査個体数はいずれも 20と

した。

花器については各々の開花期に完全に開花したと

思われる小花を 20個体任意に採取し，解剖した後

に各器官の形態的特性を調査した。なお，調査時の

小花はし、ずれも開約前であった。子房部の観察は，
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酢酸アルコーノレで、固定した後にパラフィン切片を作

製し，ヘマトキシリンにより染色して行った。また

花粉の形態は間約後，約を 2%グノレタールアノレデヒ

ドで固定し， 50~100%のエタノーノレシリーズで脱

水，臨界点乾燥(目立 HCP-l)を行った後に走査型

電子顕微鏡〔目立 S-800)により観察した。

果実については開花 30日以後に観察を行った。

種子については完熟，脱粒後 100粒重を測定し

た。また走査型電子顕微鏡により種皮の表面を観察

した。

結果及び考察

1. 花球と花茎

(1) 花球 1花球当りの小花数は，タマネギで

は平均して 500以上と多く，ギョウシヤニンニクと

アサツキは 60~70 でタマネギの約七分の一程度と

少ないのが特徴である (Table1， Fig. 1)。

KAWANOら1)は自生地におけるギョウジャニンニ

クの l花球当りの小花数は 30前後であったことを

報告しており，筆者らの観察でも自生するギョウ

ジャニンニクの小花数は圃場に栽植してある株に比

べて少ないことを確認している。このことからギョ

ウジャニンニクの小花数は生育する環境条件により

かなりの幅で、変動するものと思われる。江口山)は，

ネギにおいて栄養状態の良好な株では花芽数が多

く，花芽の発育が良好であることから，採種能率を
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Tab!e 1. Comparison of umbels and flower stalks of Allium sp巴cies.

No.ofaorets Diameter of Length of Diameter of flower stalk(mm戸
Species Perumblumbelaower stalk 

el (mm) (cm) upper middle lower 

Gyoj a -nin-niku 68.1:t 4. P 48.7土0.8 40.7土1.3 3.2:t0.2 4.4:t0.2 4.9:t0.3 

Welsh onion 204.1土19.6 79. 9:t2. 9 53.2土1.6 l1.l:t0.7 23. 9:t 1. 0 20. 7:t0. 9 
(‘ Matsumoto-ippon ') 

Onion 525.7 :t51. 5 83 .4:t 1. 6 100.0土1.6 10.9土0.4 32. 0:t0. 9 16.l:t0.7 
(‘ Sapporo-ki ') 

Asatsuki 63.8土 3.1 29.0土0.6 40.4:t0.8 1.7:t0.1 2.6:t0.1 2.9:t0.1 
〔‘ Sapporo-zairai') 

Chinese chive 106.1:t 4.5 65. 9:t 1. 3 65. 7:t 1. 6 2.9土0.8 4.4:t1.0 6.3:t0.2 
(‘ Ooba-nira ') 

Leek 266.4 :t 34 . 1 121.9土2.8 95 .l:t2. 2 8.0:t0.2 9.5:t0.3 12.4土0.5

Z Numbers stand for diameters of a central part of three equally divided portions of a flower stalk. 

Ymean土standarderror. 

Fig. 1. An umbel of Gyoja-nin-niku 

高めるためには適切な肥培管理により花芽，花数を

増加させることを指摘している。実際にギョウジャ

ニンニクの種子繁殖を行うためには，肥培管理され

た採種圃場を設けて小花数を増加させるなど，安定

した採種条件を確立することが重要であると考えら

れる。

なお，花球の大きさはリーキが 121.9m mと最も

大きく，ギョウジャニンニグは 48.7mmでアサツ

キに次いでト小さかった。

(2) 花茎花茎の長さはタマネギ及びリーキが

100 cm前後と長く，ギョウジャニンニクは約 40

cmとアサツキと同じくらいでネギ属植物の中では

比較的短かった CTab!e1， Fig.2)。花茎の太さは，

タマネギでは太く地表から約 30cmの高さのとこ

ろに顕著なふくらみが認められた。ネギにも同様の

傾向がみられたがタマネギほど顕著ではなかった。

Fig. 2. Flowering of Gyoja-nin-niku. 

Fig. 3. Horizontal section of a flower stalk. 
(sc) sharp corner. 
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他の種の花茎は下部ほとー僅かずつ太くなる傾向が認

められた。ギョウジャニンニクの花茎の太さは

3~5mm で，花茎の断面はニラと同様楕円形を呈

し，長径の頂部に稜が認められた (Fig.3)。なおネ

ギ，タマネギ及びアサツキの花茎は中空でありギョ

ウジャニンニクを含む他の 3種の花茎には中空はみ

られなかった。

2. 小花

(1) 花被小花を形成する各器官の長さの測定

値は， Table 2に示したとおりである。ギョウジャ

ニンニクは内花被が外花被に比べて長く，また内花

被は幅が広い披針形または楕円形で偏平であるのに

対し，外花被は細長く中央部にくぼみがみられた

CFig.4)。調査した他のネギ属植物 5種の中では，

ネギの花被の形がギョウジャニンニクに似ており，

ネギを除いた 4種では内花被と外花被のいずれも偏

平であった。これらの結果から内花被と外花被の形

が異なることはギョウジャニンニクの花器の形態的

特徴のーっと考えられる。

(2) 花糸 ネギやタマネギの小花は開花時に内

花糸が外花糸に比べて早く伸長するが3).叫 5)，ギョ

ウジャニンニクにおいても同様に開花時に内花糸が

外花糸よりも早く伸び，内花糸の蔚が外花糸の蔚に

比べて 2日程度早く裂関する現象が観察された。な

お，ギョウジャニンニクの花糸の長さはネギと共に

長いグループに属する。

花糸の形では Table2及びFig.4から内花糸の

先端から基部にかけて広がっていることがギョウ

ジヤニンニクの特徴であると考えられる。花糸の基

部に認められるきょ歯はネギ属植物の小花の形態的

特性 ó'3，.~アつであるが6). 7). 8>，タマネギとリーキにみ

られだほかはギョウジャニンニグ及び他の 3種には

認められなかった CFig.4)。

花糸和互聞の角度(開花時に横からみた開度〉を

ネギ属植物の交雑種の形態的特性の指標とした報告

があるが6)ベギョウジャニンニクの花糸相互聞の

角度はネギやリーキに比べて大きくニラに近かった

(Fig.5)。これは開花時の花被の開度とも関係あ

るものと考えられる。

(3) 花粉花粉の形はし、ずれも半楕円形で中央

部がふくらんでいた CFig.6)。走査型電子顕微鏡を

用いて観察した花粉の形態のちがし、を品種分類の指

標にした例はニホンナシ10)やパラ 11)で報告されて

いるが，ネギ属植物においても種を分類する上で重

要であると考えられ，花粉の大きさや表面構造など

今後詳細な観察を行う予定である。

(4) 子房と花柱子房の形態的特徴として子房

室が他のネギ属植物に比べて大きく， 3室が明瞭に

突出していることが観察された CTable2， Fig. 7)。

ネギ属植物の子房は3室または不完全 3室に分か

れ，各室に通常 2個，ときには数個の匪珠があると

報告されているが5).7).12)，Fig.8に示したように

ギョウジャニンニクでは通常 1室に匪珠が l偲しか

存在しなし、。このことはギョウジャニンニグの大き

な特徴のーっといえる。もともと 2個存在した匪珠

が退化したために 1個になったとも考えられるが，

観察の過程において匪珠が退化した形跡は認められ

なかった。この点については今後さらに詳細な観察

が必要と思われる。

また柱頭は先端が尖っており外観的に他のネギ属

Table 2. Comparison of flower organ sizes of AlliU1刊 species.

Outer Inner Length of 
Width of Width of 

perianth perianth outer Length of mner Length (mm) 

Species 
outer 日lament mner filament 

lmzth WIdth L(emnmgt) h Width 自lament (mm) 日lament (mm) 
(mm) (mm) (mm) 口1m)(mm)upper lower (mm)Anther  Style Ovary Pedunc1e 
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A B 

C D 

E F 

Fig. 4. Anatomy of f!orets in Alliul冗 species(A-F). 

(A) Gyoja-nin-niku. (B) Welsh onion (‘ Matsumoto-ippon ') 

(C) Onion (‘ Sapporo-ki '). (D) Asatsuki (‘ Sapporo-zairai '). 

(E) Chinese chive (‘ Ooba-nira '). (F) Leek. 

Marks in photo A are as follows: op， outer perianth (upper， the 1 st-3 rd from left); ip， inner 

perianth (upper， the 4 th-6 th from left); 10， loculus (Iower， the 1st from left; os， outer stamen 

(Iower， the 2 nd-4 th from left; is， inner stamen (]ower， the 5 th-7 th from left). The correspon-

dences among marks， subjects and positions in photo B， C， D， E and F are the same as in photo A. 
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A B 

C D 

E 
F 

Fig. 5. Florets of Allium species (A-F). 
(A) Gyoja-nin-niku 
(B) Welsh onion (‘ Matsumoto-ippon '). 
(C) Onion (‘ Sapporo-ki '). 
(D) Asatsuki (‘ Sapporo-zairai '). 
(E) Chinese chive (‘ Ooba -nira ') 
(F) Leek. 

E 

Fig. 8. Horizontal sections of ovaries. 

Fig. 6. Scanning electron microphotograph of 
Gyoja-nin-niku pollen grains (x3000). 

Fig. 7. An ovary of Gyoja-nin-niku. 

(A) Gyoja-nin-niku. (B) Welsh onion (‘ Matsumoto-ippon '). 
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植物と類似し，花柱の長さ及び太さは中程度であっ

た CTable2， Fig.5)。

(5) 器官の色各器官の色は Table3に示した。

ギョウジャニンニクの花被は白色でネギ，タマネ

ギ，ニラと類似していたが，アサツキ及びリーキは

淡紫色であった。また花糸及び花柱はし、ずれも白色

で差は認められなかった。約の色は，ギョウジャニ

ンニクは黄色であったが，アサツキは淡紫色でリー

キには淡紫色と黄色が観察された。子房及び小花梗

は緑色であったが，タマネギの子房は白色で他のネ

ギ属植物とは大きく異なった。

(6) 花器の特性からみたグループの分類

Table 4に主成分分析に用いた 10形質及び各形質

の第 2主成分までの固有ベクトル値を示した。第 1

主成分の寄与率は 4l.7%，第 2主成分の寄与率は

39.6%で多次元空間全体の変動の 8l.3%が第 1主

成分及び第 2主成分で説明できた。

第 1主成分では，花被の長さ及び内花被の形〈花

被の長さ/花被の幅〉といった形質の固有ベクトル

値が大きかった。すなわち花被の長さ及び内花被の

形は，花被の全体的な形態を捕らえることができ，

花器の特徴を表す指標と考えられた。第 1主成分及

び第 2主成分のスコアを Fig.9に示したがアサツ

キは第 1主成分の値が他の 5種に比べて大きく， ま

た Table2に示した結果から花被の形態は花被の長

さが長く，細長い形であることが特徴として認めら

れTこ。

第 2主成分では特に花糸の長さの固有ベクトル値

Table 3. Comparison of flower organ colors of Allium species. 

Species Outer Inner Filament Anther Style Ovary Peduncle perianth perianth 

Gyoja-nin-niku White White White Yellow White Pale green Pale green 

W巴lshonion White White White Yellow White Pale green Pale green 
〔‘ Matsumoto-ipponつ
Onion 1問lite White White Yellow White White Pale green 
(‘ Sapporo-ki ') 

Asatsuki Pale violet Pale violet White Pale violet White Pale gr巴en Pale green 
(‘ Sapporo-zairai ') 

Chinese chive White White 
(' Ooba-nira ') 

White Yellow White Pale green Pale green 

Leek White. i日lite White YEllow。l，eWhite PalEgvrieoelt n，P呂legreen， 
Pale violet Pale viol巴t Pale violet Pale violet Pale violet 

Table 4. Eigen values， contributions and cumulative contributions of the fiirst and sec-

ond components in Allium species 

Character 

1. Length of outer perianth 

2. Length of inner perianth 

3. Shape of outer perianthZ 

4. Shape of inner perianthZ 

5. Length of outer filament 

6. Length of inner filament 

7. Length of anther 

8. Length of style 

9. Length of ovary 

10. Length of peduncle 

Eigen value 

Contribution 

Cumulative contribution 

First component 

0.48220 

0.45689 

0.24147 

0.46497 

0.04530 

-0.10644 

0.33119 

0.18425 

0.13985 

-0.32811 

4.16940 

41. 694 

41. 694 

Second component 

-0.03723 

0.11986 

0.38949 

0.08392 

0.49677 

0.44704 

0.15380 

0.36493 

0.30065 

0.36286 

3.95634 

39目563

81. 257 

Z Shape of perianth is represented by ratio of perianth length to perianth width. 
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Fig. 9. Scatter diagram of f10rets of Allium 
species on the plane with axis of the first 
(Z，) and second(Z，) principal component. 
(A) Gyoja-nin-niku. 
(B) Welsh onion (‘ Matsumoto-ippon '). 
(C) Onion (‘ Sapporo-ki '). 

(D) Asatsuki (‘ Sapporo-zairai '). 
(E) Chinese chive (‘ Ooba守lIra') 
(F) Leek. 

が大きかったことから，花糸の長さが花

器の特徴を表すものと考えられた。 Fig.

9よりギョウジャニンニクにおいて第 2

主成分の値が他の 5種に比べて大きく，

Table 2に示した結果より花糸が他の 5

種に比べて長いことから，ギョウジャニ

ンニクの小花の特性として花糸の長さを

あげることができる。

Table 4の 10形質からは花器の形態

的特性によって以下の 3つのグループに

分類された。 Fig.9の第 2象限は花被の

長さに比べ花糸がかなり長いグループで

あり， これにはギョウジャニンニク及び

ネギが含まれた。このグループの花器の

特徴は前述したように外花被の中央部に

くぼみがみられ内花被は偏平であり，花

被の形が内花被と外花被で異なった。第

3象限は花被の長さと花糸が同程度に短

いグ、ループであり，内花被と外花被の形

がいずれも偏平で類似しており，長さに

も明確な差は認められなかった。これに

はタマネギ， リーキ及びニラが含まれ

Tこ。

以上，花器の 10形質において主成分分析を行っ

て得られた結果から，ネギ属植物の花器の形態的特

性は花被の形並びに花糸の長さを指標として表され

ることが考えられ，ギョウジャニンニクの花器は比

較的ネギの小花の形態に近いことが明らかとなっ

た。従来から小花の形態を表すために用いられてき

た指標に加えて，主成分分析を用いる方法は有効で

あると思われる。しかし，総合的な種の分類を行う

ためにはより多くの形質を用いることや同じ種内で

の品種数を増やすことが望ましいと考えられる。

3. 果実と種子

果実の形態は他のネギ属植物と似ているが子房の

場合と同様に 3室が明瞭に突出している点が特徴で

ある。そして完熟すると果皮が裂開し，種子が容易

に地上に落下する (Fig.10)。

前述のようにギョウジャニンニクの花器の特色の

一つは 1子房室に 1個の目玉珠しか形成されない点で

ある。したがって果実が成熟した場合， 1室に l個

Tこ。第 4象限は花被の長さが長く花糸が Fig. 10. Fruits and seeds of Gyoja-nin-niku. 

短いグループであり，アサツキが含まれ (A) fruit. (B) fruit cracking. (C) mature seeds. 



126 北海道大学農学部邦文紀要第 17巻第2号

の種子しかできないために種子の形状は球形になる

CFig. 8A， Fig. llA)。これに対して，他のネギ属

植物では I室に 2個の種子ができるために種子と種

子の接している部分は平面となり，種子の形が盾形

となる CFig.8B，Fig. 118)。

Fig. 11. Seeds of Gyoja-nin-niku and welsh onion 
(A) Gyoja-nin-niku. 

ギョウジャニンニク種子の 100粒重は平均l.08 

gで他のネギ属植物に比べて重いが13) これは l花

球の小花数が少ないこと，小花の子房室の内径や妊

珠が大きいことと 1室に l個の種子しか形成されな

いことが関与していると考えられた CTable5)。ま

た発芽直前の種子を縦断した結果，)ffの長さは3

mm程度で，他のネギ属植物に比べて短く匪乳内で(B) Welsh onion (‘ Matsumoto-ippon '). 

Table 5. Comparison of ovules， loculi and seeds of Allium species. 

No. of Width (μm) Width (μm) Weight of 
Species ovule 100 seeds 

Long locule Short locule Long ovule Short ovule (g) 

Gyoja -nin-niku 3 135.0 97.5 111.0 76.8 1.08 
(00) (100) (100) (00) (100) 

Welsh onion 6 75.0 54.0 58.5 38.4 0.33 
(‘ Matsumoto-ippon ') (56)Z (55) (53) (50) (31) 

Onion 6 88.5 64.5 73.5 28.5 0.40 
(‘ Sapporo-ki ') (66) (66) (66) (37) (37) 

Asatsuki 6 69.9 43.8 42.9 32.2 
(‘ Sapporo-zairai ') (52) (45) (39) (42) (一)

Chinese chiv巴 6 99.0 78.9 66.0 29.3 0.45 
(‘ Ooba -nira ') (73) (8D (59) (38) (42) 

Leek 6 73.5 55.5 50.4 32.0 0.38 
(54) (57) (45) (42) (35) 

ZNumber in parentheses indicates indices that are compar巴dwith the index 100 of Gyoja-nin-niku. 

Fig. 12. Vertical sections of seeds. 

(A) Gyoja-nin-niku. (B) Welsh onion (‘ Matsumoto-ippon '). 

(emb)embryo， (end)endosperm. 
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Fig. 13. Scanning electron microphotograph of 
seed coat of Gyoja-nin-niku (x 500). 

の匪の巻き込みが少ないこと l叫 15) も種子の形態的

特徴の一つである CFig.12)。このことはギョウ

ジャニンニクの子葉の長さが約 1cmで短いことと

も関連があるように考えられる。

種子の表面の走査型電子顕微鏡写真は Fig.13の

とおりで，種子の表面は， 4~8 角形の細胞が並ん

でおり，この角数は隣接する細胞数により決まるよ

うである。

なお，種子の走査型電子顕微鏡写真による他のネ

ギ類との詳細な比較は現在行っている。
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摘要

ギョウジャニンニクの花器，果実及び種子の形態

的特性について調査し，他のネギ属植物との比較を

行った。

1. 1花球当りの小花数は，測定値平均 68.1でネギ

属植物の中では少なく，花茎の長さは平均 40.7

cmでアサツキと同様に短く，花茎の側面にはニ

ラと同様に稜が認められた。

2. 内花被が外花被に比べて長く，内花被は披針形

または楕円形で偏平であり，外花被は細長く中央

部にくぼみがみられた。このように両者の形態が

大きく異なる点は，ギョウジャニンニクの花器の

形態的特徴の一つである。花糸は先端から基部に

かけて広がっており基部にはきょ歯がみられな

かった。また内花糸が外花糸よりも早く伸長し，

長さも大きかった。花粉の形は半楕円形で中央部

がふくらんでいた。

3.子房部は他のネギ属植物に比べて大きく， 3室

が明瞭に突出しており，目玉珠は通常 1室に l個し

か存在しない。

4.主成分分析によるネギ属植物の花器の形態的特

徴は花被の形及び花糸の長さを指標として表すこ

とが可能であることが明らかとなった。

5.種子の形は球形で 100粒重は平均 1.08gと他の

ネギ属植物に比べて重かった。これは 1室に怪珠

が 1個であることと，子房の内径や匪珠の大きさ

が関与していると考えられた。目壬の長さは 3mm

程度で他のネギ属植物に比べて短く，匪乳内での

匪の巻き込みが少ないことが特徴としてあげられ

る。走査型電子顕微鏡による観察により，種子の

表面は 4~8 角形の細胞が並んでいることが明ら

かとなった。
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Summary 

Morphological characteristics of a flower， fruit 

and seed of Gyoja-nin-niku (Allium victon'alis L. 

spp. plat沙hyllumHult)， and plants which are dis-

tributed in Hokkaido， Japan， ar巴 observedin com-

parison with those of other Allium species. The 

experimental results are summarized as follows. 

1. A verage number of日oretsper umbel of Gyoja 

nin-niku was least (68.1) among those of other 

Allium species. Flower stalks are 40.7cm in aver 

age length as short as those of Asatsuki. As in 

Chinese chive， cross section of a flower stalk has an 

outline with a sharp corner at 2 symmetrical por-

tions. 

2. The inner perianth is longer than the outer 

perianth. The inner perianth is lanceolate or oval， 

and flat in thickness， while th巴 out巴rperianth is 

slender and curved. A filament is slender， thick-

en巴dgradually from tip to the basal portion， and 

has no serration in the basal portion. ln some 

cases， inner filaments elongate earlier， and are lon 

ger than outer filaments. A pollen grain is oval or 

semidrcular in shape 

3. An ovary of Gyoja-nin-niku is bigger than 

that of other Allium species， and its shapes are 

clear-cut. Gyoja-nin-niku usually has one ovule a 

locule. 

4. It was indicated that morphological character-

istics of flowers of Allium species could be 

classified mainly by the shape of perianths and the 

length of filaments through principal component 

analysis. 

5. Seed shape is globate. The average weight of 

100 seeds was 1.08g， depending on the size of locule 

and ovule， and larger than that of other Allium 

species. An embryo of Gyoja-nin-niku is approxi 

mately 3mm on the average， and shorter than that 

of the other Allium species. As a characteristic 

point， curvatures of embryos is shortest among 

those of other Allium species. Observation by 

scanning electron microscopy clarified that cells on 

the surface of a seed coat ar巴 tetragonthrough 

octagon in shape. 


